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子どもを地域で育む



　カルタを読み上げると、一斉に伸びる子どもたちの手。港地区では毎年1月に「郷土いろはカルタ大会」を開いています。練習では、お母さんが集まった子どもたちに、次々にカルタを読み上げています。

　地域の歴史などが書かれたカルタを通じて、自分の住んでいる場所を再認識してもらう取り組みです。

　市内の各中学校区では、子どもたちが学校の授業とは異なる、さまざまな体験学習をしています。




[image: 地域の力で豊かな教育]


　子どもを地域社会に積極的に参加させて、「世代間交流」や「生活体験」、「自然体験」などを図る取り組みがあります。中学校区を単位として、市内の15中学校区全てで展開しています。

　今号では、地域の特色を生かして、子どもたちの成長を見守る活動を紹介します。

問：社会教育課　電話：0463-35-8123




[image: 郷土いろはカルタ大会]

日本一のカルタ大会

　郷土いろはカルタ大会を主催している、港地区青少年を守る会の山口恵信（よしのぶ）会長（次上写真）。「今年で35回目となる港地区の郷土いろはカルタ大会は、地区カルタでは継続回数が日本一です。1回当たりの参加人数でも、市町村郷土カルタを含めて日本一なんですよ」と力を込めます。

　郷土カルタは全国各地にあり、取り組んでいる地域の規模から①都道府県郷土カルタ②市町村郷土カルタ③地区カルタなどに分類されています。

　港地区の郷土カルタは昭和56年度に、一般の人が応募した250点の作品の中から、45首が選ばれました。絵札には港地区にゆかりのある、市水産物地方卸売市場（魚市場）や相模川などを、当時の港小学校の子どもたちが描きました（次下写真）。また読み札には「威勢いい　せりのとび交う　魚市場」など、港地区にまつわるキーワードが並びます。
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郷土を学ぶ最高の教材

　山口会長は、「郷土カルタを通して、楽しみながら郷土を学ぶことができます」と魅力を語ります。また「カルタ大会に出場することで、あいさつや姿勢、立ち居振る舞いなど、礼儀作法が身に付きます。子どもの成長がとても感じられますね」と加えます。

　今年も1月19日（日）に港小学校で開かれる本番を前に、何度も練習会が開かれています。須賀公民館では、本番さながらの練習が行われていました。読み手がカルタを読み上げると、一斉に身を乗り出すほど子どもたちは真剣です（表紙写真）。

　練習に参加している港小学校の子どもたちからも、「自分の住んでいる地域のことが分かった」「友達と競い合いながらできるのが楽しい」と好評です。




地域で支えるカルタ

　郷土いろはカルタ大会は地域行事なので、参加は自由です。しかし毎年、港小学校から約300人が参加し、今までに延べ7000人以上が参加しました。

　太洋中学校の生徒がカルタの読み手をしたり、地域の方が審判を務めたりして、大会を支えています。山口会長は「大会に出場した小学生が中学生になり、ボランティアとして読み手を務めてくれるのは、とても心強いです。地域の方も積極的に手伝ってくれます」と笑顔を見せます。「郷土のことを強く思う、港地区の伝統が受け継がれていけばいいですね」。



こどもサポート看板

[image: こどもサポート看板]

　各中学校区にある地域教育力ネットワーク協議会では、子どもたちの安全を守るために、店舗や自宅に黄色い看板（前写真）の設置を進めています。

　この看板は、子どもたちが事件や事故に巻き込まれそうになったとき、いつでも安心して駆け込める場所の目印です。地域で子どもの安全をサポートするために、市内の約2,000カ所に設置しています。この看板の設置にご協力いただける方は、社会教育課へご連絡ください。

問：社会教育課　電話：0463-35-8123
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公民館で集団生活

　「このシューマイ、エビがプリプリで、おいしいね」。子どもたちが集まった金目公民館の図書室に、にぎやかな声が響きます。金目地区で、平成25年11月10日（日）～12日（火）に実施された、通学合宿の夕飯の一コマです。

　金目小学校とみずほ小学校の4～6年生40人が金目公民館に泊まり、公民館からそれぞれの学校に通いました。通学合宿は今回で11回目です。金目中学校区地域教育力ネットワーク協議会が主催し、 PTAや平塚友の会、金目地区体育振興会など、多くの地域団体の協力を得て開催しています。

[image: 公民館で集団生活]

みんなで食べると、おいしいね




もらい湯で交流

　合宿中は食事の配膳や布団の上げ下げなど、身の回りのことは自分たちでしなければなりません。基本的な生活に関わることを自分たちですることで、子どもたちが家族の大切さなどに気付くきっかけにもなっています。

　またお風呂に入るときには、地域の方の家に「もらい湯」に行きます。今回は2～4人ずつ12のグループに分かれて、受け入れ先の家庭でお風呂を借りました（次上写真）。

　南金目の山口勉さん・典子さん夫婦は、毎年のようにもらい湯を引き受け、子どもたちと交流しています。勉さんは「受け入れる子どもの性別や人数が毎回違うので、どんな子が来るのか楽しみですね」と話します。典子さんも「普段の生活では子どもと関わることが少ないので、貴重な経験をさせてもらっています」とほほ笑みます。

　もらい湯を体験した子どもたちは「自分の家のお風呂と違って緊張したけど、気持ちよかった」と満足顔。1日の疲れを洗い流した後は、お風呂を借りた山口さん夫婦と、談笑しました（次下写真）。通学合宿に参加したきっかけや、この日の昼間にみんなで学んだ金目の歴史の話など、話題は尽きません。

　金目公民館までは、勉さんが運転する車で送ってもらいました。翌朝は金目公民館から登校します。寝る前に学校の準備をして、普段とは違う1日が終わります。

[image: もらい湯で交流]
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合宿で深める絆

　「学校が完全週5日制になるときに、地域で子どもたちを受け入れることができないかという話がありました」と振り返る、金目中学校区地域教育力ネットワーク協議会の見留壽一（としかず）会長。毎週土曜日が休みになる学校の完全週5日制は平成14年4月から、市内の全小・中学校で実施されています。

　通学合宿は、市教育委員会から提案を受け、平成16年2月に初めて実施しました。「学校では同じ学年のつながりが強いので、通学合宿などに参加することで、学校や学年の違う子どもたちが、互いに交流してほしい」と見留会長は思いを語ります。

　通学合宿を通して、子どもたちが友人や地域の方たちと絆を深めていました。




[image: マイタウンスクール]

可能性を見つける

　横内子どもサポートネットワーク協議会では、興味のあるスポーツや文化活動に、自由に参加できるマイタウンスクールを、通年で実施しています。マイタウンスクールには卓球やドッジボール、囲碁、和太鼓など、さまざまな活動があります。

　マイタウンスクールは平成24年度に10周年を迎えました。「事業を続けるうちに、地域の関係が密接になった」と横内子どもサポートネットワーク協議会の鈴木奏到（かなと）会長は語ります。「地域の大人同士や大人と子どもで、あいさつなどが積極的に交わされるようになりました」。

　「限られた回数で、技術を完璧に習得することは難しいので、子どもの可能性を見つけるきっかけになれば」と期待します。

　横内地区ではマイタウンスクール以外にも、8月に伊勢原市の日向薬師（ひなたやくし）方面へふれあいキャンプへ行ったり、2月にふるさとカルタ大会を開いたりしています。




伝統芸能に触れる

　「さくら～さくら～やよいの空は～♪」

　横内公民館に響く「さくら」の琴の音色と歌声。平塚三曲連盟の方に手ほどきを受けながら、横内小学校の子どもたちが、琴を弾いたり、歌ったりしています。これはマイタウンスクールの一環として実施している、芸術文化子ども体験事業です。

　この事業は、子どもたちが日本の伝統芸能を体験する事業です。横内子どもサポートネットワーク協議会と市教育委員会が協力して、平成24年度から実施しています。平成25年度は、琴や生け花、マジックの体験教室を開き、延べ21人が参加しています。

　琴の練習には5人が参加し、慣れない正座に苦戦しながらも、2時間の練習をしました。子どもたちを指導した、平塚三曲連盟の川野雅楽彩（うたあや）さん（次写真右）は「日本の伝統音楽に親しみ、好きになってほしい」とほほ笑みます。

　2月22日（土）・23日（日）に開く横内公民館まつりで、練習の成果を披露します。
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多くの体験が未来を開く
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市教育委員会　金子誠教育長

　学校教育では手の届かない部分を、地域の皆さんに担っていただいていて、とてもありがたく思います。地域教育力ネットワーク協議会が進める体験学習や世代間交流で、子どもたちには幅広い視野を持ってほしいですね。また一般には、地域・家庭・学校が一体となった教育は、理想的な教育と言われます。平塚では、まさにそれが形になって、各地域で継続されています。受け身にならずに、多くの子どもが事業の企画段階から積極的に関わってもらいたいです。子どもたちの声を取り入れた事業を推進することで、さらに地域活動が活発になってほしいですね。



地域・家庭・学校をつなぐ地域教育力ネットワーク


●地域に溶け込む教育

　市内には15の中学校区があります。全ての中学校区に、自治会・青少年指導員・PTAなどの地域団体で構成される、地域教育力ネットワーク協議会があります。この協議会は地域の小・中学生を対象に、学校の授業では体験できない、世代間交流や社会体験、ボランティア活動などを展開。子どもたちの主体的な行動力や問題を解決する力、豊かな人間性などの「生きる力」を育んでいます。

　協議会は平成9年度に誕生しました。地域によっては「地域教育力ネットワーク協議会」ではなく「青少年を守る会」や「青少年育成会」などの名称で活動しています。

　市教育委員会社会教育課の篠原敬之（たかゆき）主任（次写真）は「子どもが協議会の活動に参加することで、地域のさまざまな人たちと触れ合ったり、社会性や協調性を身に付けたり、貴重な経験を積むことができます。学校の成績には表れないかもしれませんが、大切な力です」と、活動の意義を説明します。

[image: 市教育委員会社会教育課の篠原敬之（たかゆき）主任]




●子どもたちを社会へ

　「子どもたちの社会参加の機会を増やしていきたいですね。各地区の協議会と協力し、地域間で情報を共有したり、意見を交換したりして、内容を充実させたいです」と目標を語る篠原主任。「協議会の活動が活発になることで、子どもたちの『生きる力』を育む環境づくりが、さらに進んでほしい」と期待します。

　協議会は発足から16年を迎え、地域・家庭・学校のネットワークが作られるようになりました。地道に活動を続けたことで、子どもたちが地域社会へ参加する機会も増えています。

[image: 子どもたちを社会へ]




市県民税・所得税の確定申告は3月17日までに


　市県民税の申告と2月17日（月）からの所得税の確定申告は、いずれも3月17日（月）までに手続きしてください。市役所駐車場は、新庁舎を建設しているため、駐車台数に限りがあります。ご来庁の際は、公共交通機関をご利用いただくか、平塚警察署西側の臨時駐車場をご利用ください。

問：市民税課　電話：0463-21-8766・8767




市県民税の申告

　収入がない方も申告が必要です。確定申告をする方や、収入が給与だけで勤務先が市に給与支払報告書を提出する方は申告不要です。




所得税の確定申告

　次のチャート図「申告内容と会場」で、申告会場を確認してください。還付申告書は1月から、平塚税務署（松風町2-30）で受け付けています。国税庁ウェブ「確定申告書等作成コーナー」から、簡単に申告書が作成できます。

[image: 所得税の確定申告]




年金所得者の申告手続き

　公的年金などの収入金額が400万円以下で、公的年金など以外の所得金額が20万円以下の場合、所得税の確定申告は不要です。ただし、医療費控除・社会保険料控除・生命保険料控除・扶養控除などを追加して申告することで、所得税の還付を受ける方、平成26年度市県民税が減額となる方は、所得税または市県民税の申告が必要です。

　所得税の還付を申告をした方は市県民税の申告は不要です。




公民館での申告受け付け

　受け付け内容は、本庁舎1階市民ホールと同じです。午後1時30分～4時（※旭北は午前9時30分～正午）。

[image: 公民館での申告受け付け]




申告に必要なもの

①印（認め印でもできます）②所得を証明できるもの（給与市県民税・所得税の確定申告は3月17日までにや公的年金の源泉徴収票の原本など）③生命保険料、地震（旧長期損害）保険料の控除証明書④医療費の領収書（領収書を入れる袋などは各自用意してください）⑤国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料などの納付額が分かるもの⑥事業所得や不動産所得がある方は、収支内訳書と帳簿など収支の分かるもの⑦控除される寄付金の領収書⑧還付の方は本人名義の銀行口座が分かるもの。




税務署からのお知らせ

　平成25年分から各年分は、所得税と合わせて復興特別所得税の申告と納付が必要になりました。復興特別所得税の額は所得税額に2.1パーセントの税率を掛けた金額です。

問：平塚税務署　電話：0463-22-1400




障がい者控除対象者認定書

　認定を受けた65歳以上の本人と扶養者は、障がい者手帳などがなくても確定申告で障がい者控除を受けられます。

　① 要介護4～5で、要介護認定の「障がい高齢者の日常生活自立度」がB1以上②要介護認定の「認知症高齢者の日常生活自立度」がⅢ以上③身体障がい者1級～6級に準ずると医師に診断されている。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




納付額を1月中に通知します

　①国民健康保険税②後期高齢者医療保険料③介護保険料を納付書や口座振替で納めた方に、昨年1年間の納付額を1月中にお知らせします。

　年金からの天引きだけの方は、日本年金機構などから届く「公的年金等の源泉徴収票」をご利用ください。

問：①は保険年金課保険税担当　電話：0463-21-8775②は保険年金課後期高齢者医療担当　電話：0463-21-9768③は介護保険課　電話：0463-21-8790へ。




消費税の税率が変わります

　平成26年4月1日から消費税（地方消費税を含む）の税率が8パーセントに引き上げられます。

　消費税の転嫁、便乗値上げなどに関する問い合わせは、消費税価格転嫁等総合相談センターで受け付けています（平日午前9時～ 午後5時。3月、4月は土曜日も受付）。

問：消費税価格転嫁等総合相談センター専用ダイヤル　電話：0570-200-123




事業用償却資産の申告

　固定資産税の事業用償却資産の申告は1月31日（金）までです。1月1日現在、土地・家屋を除く、構築物・機械装置などの事業用償却資産で、その減価償却費が所得の計算上、損金または必要経費として算入される場合は、本庁舎1階6番窓口の固定資産税課に申告してください。

問：固定資産税課　電話：0463-21-8768




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、1月20日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


修学支援生


　高等学校などに進学する生徒を対象に、経済的支援をします。

　次の条件を全て満たす方①市内在住②中学校を卒業または中等教育学校前期課程を修了し、今年高等学校などに進学③経済的な支援が必要④学業成績と品行が良い⑤返還義務のない奨学金を受けていない⑥生活保護法第17条第2号の生業扶助の支給を受けていない。

　月額7000円。40人以内（選考）。

募：市立中学校の生徒は在籍中学校にある申請書を、市立中学校以外の生徒は豊原分庁舎1号館1階の教育総務課　電話：0463-35-8118にある申請書を、2月7日（金）までに直接、同課へ。



サン・サンスタッフ


　学習支援補助員（サン・サンスタッフ）として、小・中学校で個々の課題解決への支援や教育相談などをします。

　年108日まで、月12日、1日5時間。日給4650円。3年間の登録制で、4月から必要に応じ採用します。

　応募時に面接試験の日程を決めます。

募：市販の履歴書を、本人が直接、2月7日（金）までに、豊原分庁舎1号館1階の教育総務課　電話：0463-35-8116へ。



少年少女マラソン大会


　3月1日（土）午前9時開会式、スタートは随時。荒天の場合は8日（土）に延期します。ShonanBMWスタジアム平塚と総合公園周辺。受け付けは同スタジアム正面玄関で、当日の午前8時から。市内在住・在学の小学校5年生～中学生。小学生2キロメートル、中学生3キロメートル。

　雨天延期などの確認は当日午前6時30分以降に市ウェブをご覧いただくか、電話で当日午前6時30分～7時30分にスポーツ課へ。

募：平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060にある申込書を直接、2月3日（月）までに同課へ。



博物館の協議会委員


　任期は5月1日～平成28年4月30日です。

　1人（選考）。次の要件を全て満たす方①市内に1年以上在住②5月1日現在で高校生を除く18歳～75歳③平日に年3回開く協議会に出席できる④博物館の資料や運営、子どもの健全な育成などの活動経験、知識がある⑤市のほかの付属機関などの委員となっていない。

募：〒254-0041浅間町12-41博物館　電話：0463-33-5111や公民館などにある申込書を、郵送または直接、2月14日（金）までに同館へ。



湘南地域懇談会


　ロボット特区指定を起爆剤に、さらなる地域活性化を目指します。

　2月6日（木）午後2時30分～4時50分。平塚プレジール（八重咲町3-8）。120人（先着順）。

募：西附属庁舎2階の産業振興課　電話：0463-21-9758にある申込書を、ファクスで、神奈川県経営者協会　電話：045-671-7076　FAX：045-671-7087へ。



国際理解を深めるつどい


　「地球市民として生きる」をテーマにした講演です。

　1月23日（木）午後2時～3時45分。美術館。120人（先着順）。

募：文化・交流課　電話：0463-25-2520



市政モニター


　行政運営に役立つアイデアを提案してください。市政に関するテーマ研修会の参加や施設の見学などをします。

　4月1日から2年間。4月1日現在、市内在住の18歳以上の方、25人（選考）。

　次の方は応募できません。①高校生②国・地方公共団体の職員③国・県の同じ目的のモニターをしている、または応募している④公職選挙法による公職にある。

募：本庁舎1階案内窓口や公民館などにある申込書を、郵送または直接、2月21日（金）までに、本庁舎1階の市民情報・相談課　電話：0463-21-8764へ。



まちづくり財団の嘱託員


　音楽や囲碁などの文化事業の企画・運営などをします。

　ワードやエクセルなどのパソコン操作ができる方、数人（選考）。試験は2月2日（日）。勤労会館。雇用期間は4月1日から1年間。平成31年3月31日まで更新する場合もあります。勤務は週5日。

募：豊原分庁舎2号館3階のまちづくり財団総務施設課　電話：0463-35-8108や財団ウェブにある申込書を、1月27日（月）までに、本人が直接、同課へ。



地域貢献をしませんか


　ボランティアや市民活動の団体が各ブースで活動内容を紹介します。

　2月16日（日）午後1時～4時。市民活動センター。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scnnet.ne.jpへ。



宝町駐輪場　バイク定期利用者


　JR東海道線沿いに宝町駐輪場（宝町8）を3月1日（土）から運営します。

　125㏄未満のバイク87台（先着順・一人1台）。1カ月2600円、4月1日以降は2670円（前払い）。月途中の解約、終了による駐車料金の払い戻しはできません。大きさや形などで、利用できない場合があります。

募：2月8日（土）午前9時～午後5時、宝町1の駅北口駐輪場　電話：0463-24-0451へ。9日（日）以降は、日曜・祝日は午前8時～午後4時、そのほかは午前6時30分～午後8時に受け付けます。



逸品お披露目会


　平塚逸品研究会36店舗が逸品を披露します（次写真）。

　1月24日（金）午後2時～4時。平塚商工会議所（松風町2-10）。200人（先着順）。

募：平塚商工会議所　電話：0463-22-2510

[image: 逸品お披露目会]



再生家具を提供します


　再利用可能な家具を修理・提供しています。

　50個程度（抽選）。一人1点。修理費程度を負担。

募：2月1日（土）～10日（月）、午前9時～午後4時（10日は正午まで）に、四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301で現物を確認し、申込書を直接、同プラザへ。



囲碁の級位認定大会


　11級以下は3月1日（土）、10級以上は2日（日）。午前9時15分受け付け開始。市民センター。県内在住の級位者。2500円・高校生以下1200円。

募：必要事項・年齢・級位を、往復はがきで、2月19日（水）までに、〒254-0045見附町15-1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



ドッジビー教室


　ドッジボールのルールで、柔らかいフライングディスクを使って遊ぶスポーツです。

　2月15日（土）午前10時～正午。青少年会館。市内在住の小学校3～6年生20人（抽選・初めての方を優先）。運動着・体育館履き・タオル・飲み物。

募：必要事項・学年・教室名・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、2月4日（火）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



悪質商法の手口を知る


　被害の多い金融トラブルに焦点を当て、悪質商法の手口を説明します。

　2月22日（土）午後1時30分～3時。市民活動センター（八重咲町3-3）。60人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scnnet.ne.jpへ。



目指せ　未来の消防士


　少年消防クラブ員を募集します。活動期間は4月～平成27年3月です。市内在住で、4月に小学校5・6年生に進級する方25人（抽選）。

募：小学校や市ウェブにある申込書を、郵送または直接、2月21日（金）までに、消防庁舎2階の予防課　電話：0463-21-9728へ。

[image: 目指せ　未来の消防士]

救命処置を学びます



商業経営セミナー


　平塚商工会議所（松風町2-10）。市内で商業をしている方、各40人（先着順）。

①ブランドイメージの作り方　消費者の共感を得るためにブランドイメージを研究し、作り上げるポイントを説明します。2月4日（火）午後7時30分～9時30分。

②ブランドイメージの伝え方　共感・感動させるデザインを説明します。2月26日（水）午後7時30分～9時30分。

募：氏名・電話番号・商店名を、電話で、商業観光課　電話：0463-35-8107へ。



市役所新庁舎の建設現場を見学しませんか


　躯体（くたい）工事が完了間近となり、順次内外装などの仕上げ工事を進めています。

　2月23日（日）午前10時30分～11時30分。新庁舎建設現場。小雨決行。市内在住・在勤・在学の高校生以上の方、30人（先着順）。動きやすい服装と靴でお越しください。

募：庁舎管理課　電話：0463-21-9608



菓子展示会


　展示即売や実演販売などをします。2月6日（木）～10日（月）午前10時～午後6時。市民プラザ。

和菓子教室　8日（土）～9日（日）午前11時と午後2時30分。各30人（先着順）。

募：必要事項を、電話で、御菓子司たかはし　電話：0463-31-5408へ。



看護学生・看護師の合同就職説明会


　2月22日（土）午前11時～午後3時。藤沢名店ビル6階（藤沢市南藤沢2-1-1）。

募：氏名・電話番号を、メールで、病院総務課　電話：0463-32-0015内線3196　メール：byoin-s@へ。件名を「就職説明会参加」に。




美輪明宏講演会


　「生きやすい生き方」をテーマに美輪明宏さん（次写真）が講演します。

　3月15日（土）午後2時。市民センター。市内在住の中学生以上の方1,200人（先着順）。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、〒254 -0045見附町15 -1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。返信はがきが入場券になります。


[image: 美輪明宏さん]

©御堂義乗


[image: 湘南バイシクル・フェス]

　3月8日（土）午前9時～午後5時。平塚競輪場（久領堤5-1）。雨天決行。

　さざ波公園マウンテンバイク競走大会は100人（先着順）。参加費1,000円など。キッズサイクルスクールは50人（先着順）。参加費300円。

募：湘南バイシクル・フェス事務局　電話：03-3478-5566へ。同事務局ウェブhttp://shonanbicycle.netでも申し込めます。

[image: 湘南バイシクル・フェス]






お知らせ


プロバスケットボール　bjリーグ


　横浜ビー・コルセアーズ対大阪エヴェッサ。2月1日（土）午後6時、2日（日）午後2時。総合体育館。

　チケットはローソンなどで販売中。2階自由席大人1800円など。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



平塚球場の愛称変更


　4月1日から予定している平塚球場の愛称をパートナー企業の希望により変更します。「バッティングパレス相石・平塚球場」から「バッティングパレス相石スタジアムひらつか」に変更します。

問：資産経営課　電話：0463-21-8763



丹沢湘南観光交流フォーラム


　「地域連携による大山道の観光魅力の創造」をテーマに講演会やパネルディスカッションなどをします。

　1月25日（土）。タウンニュースホール（秦野市南矢名1-5-13）。フォーラムは午後2時～5時。交流会は午後5時30分～7時。1000円程度。

問：東海大学湘南キャンパス観光学部事務室　電話：0463-58-1211内線3951



ちゅうおうFESTA


　中央公民館の利用団体が、芸能発表や作品展示などをします。

　1月24日（金）～26日（日）、午前9時～午後5時、26日は4時まで。中央公民館。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111

[image: ちゅうおうFESTA]



文化財防火デー


　1月26日（日）前後に、国・県・市指定の重要文化財が防火基準に合っているかを査察します。ご協力をお願いします。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124



湘南百番寄席「柳家喜多八独演会」


　3月8日（土）午後5時30分開演。市民センター。

　チケットは1月19日（日）午前10時から、市民センターなどで販売。前売り券2500円、当日券3000円。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237



戸籍システムを停止します


　1月31日（金）午後5時～2月2日（日）午後5時は、駅前市民窓口センターで戸籍謄本や戸籍の付票、身分証明書などの証明書が発行できません。ただし、住民票の写しや印鑑証明書は発行できます。

問：市民課　電話：0463-21-8773



防災・減災を考えよう


　防災専門家の講演会や、東日本大震災の被災者の体験談などを聞きます。

　2月1日（土）午後2時～4時。大磯プリンスホテル（大磯町国府本郷546）。

問：大磯ロータリークラブ事務局　電話：0463-36-2255




粗大ごみ破砕処理場を修繕


　粗大ごみ破砕処理場（堤町3-5・次写真）を修繕します。破砕処理を2月1日（土）～28日（金）に停止します。できるだけ持ち込みを控えてください。家庭から出る粗大ごみは通常どおり受け入れます。

問：粗大ごみ破砕処理場　電話：0463-22-4557
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[image: 子どもの健康2月]


　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方や栄養、歯の衛生など　8日（土）午後1時30分～3時30分。妊婦とご家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方、呼吸法など　21日（金）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とご家族。

★赤ちゃんのお風呂、妊婦体験　28日（金）午後1時30分～3時30分。妊娠8カ月以降の方とご家族。




◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆歯科健康診査（予約制）

　歯の健康診査やフッ素塗布の体験・相談など。12日（水）午後1時～2時30分。27日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆育児相談

　身体計測や育児相談。5日、12日、19日の水曜日。午前9時30分～10時30分。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　赤ちゃんの病気と育児の話など。19日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　4日（火）午前10時～11時。1歳3カ月児～1歳6カ月児。歯みがきイヤイヤ克服編。




◆離乳食教室（予約制）

　離乳食の進め方など。

★5～6カ月児　26日（水）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　14日（金）午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　7日（金）午前10時30分～11時30分。




健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


介護保険の臨時認定調査員を募集


　被保険者宅などを訪問し、介護認定調査をします。介護支援専門員の資格を持ち、介護支援専門員登録証明書の交付を受けている方15人程度（選考）。

　2月18日（火）。南附属庁舎2階E会議室で面接。採用は4月初旬。時給は1600円で、交通費は別途支給（賃金は変更することがあります）。雇用期間は6カ月以内で、1カ月以上の中断期間を挟み、平成27年3月31日まで更新する場合もあります。勤務は週1日、午前9時～午後5時。

募：南附属庁舎1階の介護保険課　電話：0463-21-8790で1月17日（金）から配る申込書と、登録証明書の写しを、本人が直接、1月31日（金）～2月7日（金）に同課へ。



市民健康づくり推進協議会の委員になりませんか


　2人（選考）。任期は5月1日～平成28年4月30日。次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②20～75歳（5月1日現在）③平日に開く会議に出席できる④市のほかの付属機関などの委員でない⑤出席や議事進行に介助が必要な場合は自ら用意ができる⑥過去に同協議会委員に委嘱されていない。詳細は市ウェブや公民館などにある募集案内をご確認ください。

募：保健センターや公民館などにある応募用紙を、郵送・ファクスまたはメールで、2月20日（木）までに、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111　FAX：55-2139　メール：kenko@へ。



こくほの健診・健康診査は2月末まで


　次に該当する方で、本年度まだ受診していない方は、早めに受診してください。

　①国民健康保険に加入している40歳以上②後期高齢者医療制度に加入している③生活保護を受けている40歳以上④過去に肝炎ウイルス検査を受けたことがない40歳以上⑤成人歯科検診対象の40・50・60・70歳の方。

　①、③～⑤は3月31日時点の年齢です。

問：①は保険年金課　電話：0463-21-8776②～⑤は健康課　電話：0463-55-2111へ。



住宅改修の受領委任払制度の説明会


　介護保険が適用される住宅改修で受領委任払制度を新たに利用する事業者は、説明会に参加してください。

　2月14日（金）午後4時～5時30分。南附属庁舎2階E会議室。

募：2月5日（水）までに、介護保険課　電話：0463-21-8790へ。



訪問型の家族介護教室


　介護支援専門員や看護師などが自宅に訪問し、介護の悩みなどを聞きます。一人3回まで利用できます。市内在住の65歳以上の要介護者を介護している家族の方。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



元気応援ポイント説明会に参加しませんか


　市内の介護保険施設などで活動をするとポイントが付き、換金できます。説明会で会員登録した後、市内の介護保険施設などで活動します。介護保険第1号被保険者（65歳以上）で介護保険料の未納がない方。

　1月24日（金）午後1時30分～3時。福祉会館。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007



健康教室


　保健センター。市内在住・在勤の方。先着順。

①睡眠でわかる心と体の健康状態　3月1日（土）午後2時～4時。60人。

②女性のための健康教室　3月3日（月）午後1時30分～4時。30～50歳代の女性40人。飲み物・汗ふきタオル・室内用運動靴。動きやすい服装でお越しください。

③慢性腎臓病講座　3月8日（土）午前10時～11時30分。60人。

募：必要事項を、電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



日赤救急法の基礎講習会


　心停止に陥った傷病者のための救命処置を学びます。

　2月9日（日）正午～午後4時。中央公民館。中学生を除く15歳以上の方30人（抽選）。1500円。

募：必要事項・生年月日・講習日・講習会名を、はがきで、1月27日（月）までに、福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。



生活機能チェック表の回答を


　3月31日時点で65歳以上の偶数年齢の方へ、生活機能チェック表を送っています。2月28日（金）までに返送ください。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778・エストコーポレーション　電話：0120-726-126



健康ウオーキング


　湘南ひらつか七福神のうち、三嶋神社（夕陽ケ丘60-27・次写真）など、4カ所を歩きます。

　2月18日（火）午前9時30分～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は19日（水）に延期。19日も50パーセント以上の場合は中止。総合公園ステージ前集合・解散。約7.5キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具。お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111

[image: 健康ウオーキング]



認知症サポーター養成講座


　認知症への知識を深め、対応方法を学びます。

　2月14日（金）午後1時30分～3時、西部福祉会館（公所868）。市内在住・在勤の方25人（先着順）。筆記用具。

募：高齢者よろず相談センターあさひ　電話：0463-31-4932



スポーツによる肩・肘障害の診方（みかた）


　投球障害などの公開講座を開きます。

　2月1日（土）午後7時～8時。平塚プレジール（八重咲町3-8）。

問：平塚市医師会　電話：0463-52-0355



リズム体操で健康運動


　2月18日～3月11日の火曜日、全4回、午前10時～正午。東部福祉会館白寿荘（大神2885-3）。市内在住の60歳以上の方20人（抽選）。福祉会館から白寿荘まで送迎します。滑りにくい靴下・タオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。

募：必要事項・年齢を、電話または直接、1月20日（月）午前9時～25日（土）午後4時に、東部福祉会館白寿荘　電話：0463-55-7100へ。



講演会　父親が育児参加することの大切さ


　2月8日（土）午前10時～正午。青少年会館。子育て中の保護者・子育て支援活動をしている方ら、100人（先着順）。

募：必要事項を、はがき・ファクス・メールで、保育課　電話：0463-21-9842　FAX：21-9738　メール：hoikuka@へ。



食品衛生責任者の講習会


　3月19日（水）午後2時～4時。市民センター。平塚市・大磯町・二宮町で食品を取り扱う施設の食品衛生責任者。筆記用具・食品衛生責任者手帳・受講票。詳細は保健福祉事務所ウェブをご覧ください。

問：保健福祉事務所食品衛生課　電話：0463-32-0130




[image: 広告を掲載しませんか]
　平成26年度に掲載する広告を受け付けます。広告は広告主が作成し、作成経費は自己負担です。


広報ひらつか

　現在の発行部数は11万4100部で、市内の全世帯にポスティングでお届けしています。

　掲載は毎月第3金曜日号の6・7面。1枠分は縦96ミリメートル×横59ミリメートルで6万円、2枠分は縦96ミリメートル×横118ミリメートルで10万円など。

市ウェブのバナー

　1カ月当たり約49万件のアクセスがある市の公式ウェブサイトにバナー広告を掲載しませんか。

　市ウェブのトップページ下段。14枠。月額1枠当たり3万円、年度をまたがない場合は継続6カ月以上で2万7000円、継続12カ月で2万4000円。1カ月単位で掲載できます。
　バナー画像は、縦60ピクセル×横120ピクセルなどで基準があります。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761や市ウェブにある申込書を、郵送または直接、2月17日（月）までに同課へ。



お知らせ掲示板



つるし飾り展

　桃と端午の節句のつるし飾りや小物を展示します。

　2月13日（木）～17日（月）午前11時～午後5時30分（17日は午後4時まで）。元麻布ギャラリー平塚（明石町1-1）。

問：富田　電話：0463-31-6965



利用方法


　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。会員や受講者の募集は対象外です。

　また掲載対象は、市内で活動する個人または団体です。申込者または申込団体の代表者が市内在住に限ります。

　受付は、掲載希望月の2カ月前の1日～月末最終日の午後5時です。なお、月末最終日が休庁日の場合は、それ以降市役所が最初に開庁する日の午後5時までです。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761　FAX：21-9613　メール：kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。



健康増進計画講演会


　大人が普段食べている野菜の平均量は、1日に必要な野菜の摂取量に足りていません。「ちゃんと食べてちゃんと生きる」をテーマに、料理研究家の村上祥子さん（次写真）が講演します。電子レンジでできる簡単な野菜料理の実演もします。

　3月4日（火）午後2時～4時。保健センター。市内在住・在勤の方100人（先着順）。

募：健康課　電話：0463-55-2111

[image: 料理研究家の村上祥子さん]



[image: まちの話題写真リポート]



全身で囲碁を楽しむ

　12月11日、「囲碁ボール」の普及に向けて、初めて実技研修が開かれました。会場は、ひらつかサン・ライフアリーナ。市スポーツ推進委員連絡協議会の研修の一コマです。

　碁石に模した黒と白のボールをスティックで交互に打ち合い、ボールの位置や並び方によって得られる点数を競います。多人数での対戦もでき、性別や体力を問わず、子どもから高齢者まで幅広く楽しめるのも魅力です。

　囲碁のまち平塚のニュースポーツを、皆さんも楽しみませんか。

[image: 全身で囲碁を楽しむ]




光輝く浜辺

　湘南ひらつかビーチパークで12月21日～23日、クリスマスビーチフェスタがありました。

　夜には、イルミネーションの光がビーチを彩りました。

[image: 光輝く浜辺]




ビーチで迎える新年

　湘南ひらつかビーチパークで1月1日、初日の出を見る会がありました。今年で22回目となる恒例のイベントです。

　初日の出を拝み新年を祝おうと、早朝にもかかわらず、大勢の人が集まりました。東の空が赤く染まり、太陽が昇り始めると会場からは大きな歓声が上がりました。

[image: ビーチで迎える新年]




おもちゃが直った

　リサイクルプラザで12月7日、くるりんまつりが開かれました。今年で9回目です。

　古着・古本市をはじめ模擬店やマジックショーなど、いろいろな催しがありました。

　2階に設けられた「おもちゃの病院」では、持ち込まれたおもちゃの無償修理を受け付けていました。

　きれいに元通りに直ったおもちゃを受け取った子どもたちの笑顔がとても印象的でした。

[image: おもちゃが直った]




今年は僕の年

　総合公園内のふれあい動物園で、毎朝の日課であるブラッシングを受けながら、気持ち良さそうに目を細めているのはダイスケ。28歳になるオスのポニーです。

　同園には、現在5頭のポニーがいますが、ダイスケは最年長。人間でいうと、100歳を超えるおじいちゃんです。それでも、乗馬体験コーナーでは、まだまだ現役で頑張っています。

　同園では、1回100円で乗馬が体験（小学生以下）でき、多い時には1日に200人近くの人が訪れます。飼育員の勝木（かつき）ひと美さんは「お子さんの中には、ポニーに乗ることを怖がってしまう子もいます。でもうちのポニーは皆おとなしくて優しい性格なので、安心して来園してもらいたいですね」と笑顔で話します。

　今年は午（うま）年。ポニーたちに会いに行ってみませんか。

[image: 今年は僕の年]




心も体も健康に

　12月10日、健康ウオーキングがありました。ひらつかサン・ライフアリーナを出発し、相模川河口の周辺を中心に歩くコースです。天候に恵まれ、馬入橋からは丹沢の山々も眺めることができました。参加者は「楽しいね」「気持ちいいね」などと話しながら、仲間たちとのウオーキングを楽しんでいました。

[image: 心も体も健康に]




市長こらむ


2つの大学があるまち


　お正月の箱根駅伝では、地元の東海大学と神奈川大学が出場しました。両大学ともシード権獲得はなりませんでしたが、来シーズンに期待が広がる力走でした。私は今年も沿道で応援させていただきましたが、両大学をはじめ、たくさんの方々が熱い声援を送っていました。

　ところで、昨年は東海大学湘南校舎が北金目に開校して50年、神奈川大学平塚キャンパスが土屋に開校して25年の節目の年でもありました。両大学